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検体測定室につきましては、これらが血液を扱うことのリスク等の懸念から、本会

としては基本的にこれを容認するものではありません。 

一方、これらの事業が何ら規制を受けることなく現に展開されている状況に鑑み、

その運営にあたって厳格な対応をするよう厚生労働省に求めるとともに、先にお送り

した「検体測定室に関するガイドライン」（平成２６年４月）にその旨を明示させたと

ころであります。 

しかし、一部の検体測定室において、上記ガイドラインに示す一部の項目を遵守し

ていない事例が認められたことから、本会としては、あらためて検体測定室における

衛生管理の徹底、およびガイドライン記載事項の遵守を厚生労働省に強く求めました。 

このような状況を受け、今般、厚生労働省医政局地域医療計画課長から各検体測定

室運営責任者に対し、検体測定室における衛生管理の徹底を特に求めるとともに、同

ガイドラインの遵守状況に関する自己点検等の実施及び報告を求める通知が発出され

ましたのでご連絡申し上げます。 

また、民間事業者が行う検体測定事業に類似する事業として、薬局等で提供される

検査の工程を衛生検査所において実施するものがありますが、この場合においても、

同ガイドラインに準じて衛生管理の徹底等を図るよう、厚生労働省医政局地域医療計

画課長より日本薬剤師会等の関係団体宛てに通知がなされておりますので、併せて情

報提供させていただきます。 

本会といたしましては、先に述べましたとおり、薬局等を中心としたこれら自己採

血による事業につきましては、今後とも動向を注視するとともに、抜本的な見直しを

厚生労働省に求めていく所存であることを申し添えます。
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標記につきまして、別紙のとおり「検体測定室において自己採血を行う際の

感染防止等衛生管理の徹底等について」（平成 26年 10月 21日医政地発１０２

１第４号）、「利用者自らが採取した血液について民間事業者が血糖値や中性脂

肪などの生化学的検査を行う事業において自己採血を行う際の感染防止等衛生

管理の徹底等について」（平成 26年 10月 21日医政地発１０２１第５号）及び

「検体測定室等において自己採血を行う際の感染防止等衛生管理の徹底等の事

務取扱について」（平成 26年 10月 21日医政地発１０２１第６号）を通知し、

検体測定室等における衛生管理の徹底等を図るための取組を進めることとした

ので、御了知願います。 

 今後とも検体測定室等の適正な運営の確保に御理解と御協力を賜りますよう、

お願い申し上げます。 

 


































